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オンラインで
修了可
長期休業日や土日を利用しての対面授業も
取り入れながら、同時双方向やオンデマンド
などのオンライン受講での修了が可能です
(学校実習科目等一部の科目を除く)。

本学独自の
修学支援
一般選抜を受験し教職大学院に入学した者のうち、現職・学部卒等
の区分なく成績上位者30名を上限として、入学年度における前期の
授業料の全額を免除します。

高度教職開発専攻 
［連合参加大学：関西大学・近畿大学］

１次募集 令和６年 ９月７日（土）

２次募集 令和６年１２月８日（日）

３次募集 令和７年 ２月９日（日）

※志願状況により、【令和７年３月１日（土）】に４次募集を実施する場合があります。

６月３０日（日）
Zoomによる
オンライン開催１０月６日（日）

１２月１日（日）
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奨学金の
返還免除
教職大学院を修了し、翌年度から正規教員となった方を中心
に、日本学生支援機構の第一種奨学金の返還が免除される
可能性があります。

教員採用試験の
採用留保
教員採用試験に合格した者が、教職大学院への
進（在）学を理由に、所定の手続を行うことで、採用
候補者名簿の登載期間を延長できる制度があります。
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学習の基盤となる資質・能⼒：
どの教科を通しても獲得したい能⼒
•資質・能⼒の育成を⽬指す「主体的・対話的で深い学び」
•学校教育を通して育成を⽬指す資質・能⼒を「知識及び技能」，
「思考⼒，判断⼒，表現⼒等」，「学びに向かう⼒，⼈間性等」
に再整理し，それらがバランスよく育まれるよう改善した。
•⾔語能⼒，情報活⽤能⼒，問題発⾒・解決能⼒等の学習の基盤と
なる資質・能⼒や，現代的な諸課題に対応して求められる資質・
能⼒を教科等横断的な視点に基づき育成されるよう改善した。
•資質・能⼒の育成を⽬指し，「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向けた授業改善が推進されるよう改善した。
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なぜ情報活⽤能⼒か？ーSociety 5.0

http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html（内閣府）
https://www.youtube.com/watch?v=ushSdmYtzmU
（総務省） Connect future

http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html
https://www.youtube.com/watch?v=ushSdmYtzmU


GIGAスクール構想は第2段階へ

lSociety 5.0時代を⽣きる⼦どもたちの学習を充実

l⼦ども1⼈1台の端末をスタンダードに

l⾼速ネットワーク，クラウドの活⽤で実現
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⽂部科学省「GIGAスクール構想の実現」
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_0001111.htm



学習の基盤となる資質・能⼒：
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•資質・能⼒の育成を⽬指す「主体的・対話的で深い学び」
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「思考⼒，判断⼒，表現⼒等」，「学びに向かう⼒，⼈間性等」
に再整理し，それらがバランスよく育まれるよう改善した。
•⾔語能⼒，情報活⽤能⼒，問題発⾒・解決能⼒等の学習の基盤と
なる資質・能⼒や，現代的な諸課題に対応して求められる資質・
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•資質・能⼒の育成を⽬指し，「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向けた授業改善が推進されるよう改善した。



情報活⽤能⼒に関連する学習内容

⽂部科学省・教育の情報化に関する⼿引より
https://www.mext.go.jp/content/20200608-mxt_jogai01-000003284_003.pdf



⼤阪府情報活⽤能⼒ステップシート
https://www.pref.osaka.lg.jp/documents/62072/osaka_jyohokatsuyounouryoku.pdf



中学⽣で求められるもの

学びスキル 学校図書館活⽤スキル ICTの基本操作スキル



⾼鷲中学校の歩み



「総合」に⽬をつけた⾼鷲中学校
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第２節 目標の趣旨  

１ 総合的な学習の時間の特質に応じた学習の在り方 

（１）探究的な見方・考え方を働かせる 

 探究的な見方・考え方を働かせるということを目標の冒頭に置いたのは，探

究的な学習の重要性に鑑み，探究的な学習の過程を総合的な学習の時間の本質

と捉え，中心に据えることを意味している。総合的な学習の時間における学習

では，問題解決的な活動が発展的に繰り返されていく。これを探究的な学習と

呼び，平成 20年の「小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」におい

て，「探究的な学習における児童の学習の姿」として，図のような一連の学習過

程を示した。 

児童は，①日常生活や 

社会に目を向けた時に湧 

き上がってくる疑問や関 

心に基づいて，自ら課題 

を見付け，②そこにある 

具体的な問題について情 

報を収集し，③その情報 

を整理・分析したり，知 

識や技能に結び付けたり， 

考えを出し合ったりしな 

がら問題の解決に取り組 

み，④明らかになった考 

えや意見などをまとめ・ 

表現し，そこからまた新たな課題を見付け，更なる問題の解決を始めるといっ

た学習活動を発展的に繰り返していく。要するに探究的な学習とは，物事の本

質を探って見極めようとする一連の知的営みのことである。 

探究的な学習では，次のような児童の姿を見いだすことができる。事象を捉

える感性や問題意識が揺さぶられて，学習活動への取組が真剣になる。身に付

けた知識及び技能を活用し，その有用性を実感する。見方が広がったことを喜

び，更なる学習への意欲を高める。概念が具体性を増して理解が深まる。学ん

だことを自己と結び付けて，自分の成長を自覚したり自己の生き方を考えたり

する。このように，探究的な学習においては，児童の豊かな学習の姿が現れる。

ただし，この①②③④の過程を固定的に捉える必要はない。物事の本質を探っ

て見極めようとするとき，活動の順序が入れ替わったり，ある活動が重点的に

行われたりすることは，当然起こり得ることだからである。 

【課題の設定】体験活動などを通して，課題を設定し課題意識をもつ 
【情報の収集】必要な情報を取り出したり収集したりする 
【整理・分析】収集した情報を，整理したり分析したりして思考する
【まとめ・表現】気付きや発⾒，⾃分の考えなどをまとめ，判断し，表現する

学習指導要領「総合的な学習の時間」より



情報活⽤能⼒を⾝につけた
児童⽣徒のイメージ

⽂部科学省(2023) 情報活⽤能⼒育成のためのアイデア集
https://www.mext.go.jp/content/20230711-mxt_jogai01-000026776-002.pdf
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1年前の指摘事項

•機器やアプリの活⽤から，クラウド（っぽい）活
⽤になった

• ICT活⽤を「代替」から発展できるか

•総合：
資質・能⼒としての情報活⽤能⼒の育成が計画的
にできているか？



ストーリーと⽀援

⽇本教育情報化振興会(2022)
情報活⽤能⼒を育む授業づくりガイドブック（中学校編）
https://www.japet.or.jp/wp-content/uploads/2023/03/guidebook4jhs_20230301.pdf

話の流れ（ストーリー）

⽬指す成果

⽀援



⾼鷲中学校への「宿題」
• 主体的・対話的で深い学びを促す学習過程か

• ⽣徒に最終的に課されるパフォーマンスが明確か
• 学習のストーリーが⽣徒が取り組みたいと思えるものになっているか
• ⽣徒が主語となった５つの学習プロセスを取れているか

• 授業を通して獲得させたい情報活⽤能⼒が明確か
• 13のキーワードから，重視するものを絞り込めているか？

• 単元レベルの授業なら，複数
• １単位時間の展開なら，1つか2つ

• 重視するキーワードにおいては，何ができるようになればよいかが明確か？
• 振り返りは，必ず情報活⽤能⼒の観点からも振り返らせているか？

• 情報活⽤ベーシック（中学校編）は国・数・理・社・英しかないので，
⼩学校版や実践事例集も参考にしてみる
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